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はじめに
大正大学図書館には、 『源氏物語』 （写本、室町時代後期）をはじめ、 『源氏物語』に関する貴重書、準貴重書が所
蔵されている。今回は、 そのうちの『源氏物語
 （承應三















『山路露』 、 『源氏目案』三巻、 『源氏系図』 、 『引歌』の六十巻がすべて状態の良いままそろっているという点で貴重なものである。『源氏物語かるた』は、国文学研究資料館をはじめとし、各地に所蔵されているものの一つである。やはり欠けることなく全巻の札がそろっており 状態の良さが確認される。『源氏物語絵巻』は、玉鬘十帖の絵であるという点で珍しい特徴を有している。すべて肉筆であり、執筆時期等は明らかではない の、現在なお色彩が鮮やかに伝わっている。本調査は、大正大学教育開発推進センター春日と、センター所属のティーチング・アシスタントである林田徹順（ 『源
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11） 。 『源氏物語かるた』 の上の句札に描かれる絵は、 物語の一場面や巻名を象徴する事物などが描かれ、

















































分」巻、裏面が「玉鬘」巻から始発することなどを鑑みると、もとは五十四 であったものを一部折帖として仕立て直したものと推定される。し し、以上のように考えると表裏 重複する 野分 と「行幸」巻に問題が残る。



















13　「真木柱」 巻、 右面は玉鬘のもとへ通おうとする鬚黒に北の方が灰を浴びせかける図。ここでは、 傍らに木工の君の姿も描かれている。




















④『源氏物語絵巻』が 正大学図書館に所蔵されてい ことを確認し、あわせてそ 特徴を明らかにした。
以上の四点はすべて 』の享受史にかかわる資料である。 『 入源氏』には、 『源氏目案』を参照したと考






生まれる背景そのものに、 『源氏物語』を作品として愛し、親しむ一方で、教養の一部として享受していた近世以降の享受史の在り方が浮かび上がってくるのである。 『源氏物語絵巻』についても、すべて肉筆であり、元は嫁入り道具などの高価なものであったこと 推測される。以上、報告を行った四点の資料は 『源氏物語』が多くの人々から愛され、広く享受されてきた事実の一端を示すものであるといえよう。
今回の調査対象とした四点の資料はいずれも、保存状態が良い、現存同資料がない・少ないという点で貴重なもの
である。本稿を端緒として大正大学図書館所蔵であることが今後広く周知され 享受史の一翼を担っていくことが期待される。

（春日美穂）
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